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感性を育む和学講座 第 30 回 

～お盆と田の実の節供・八朔祭り～ 

盂蘭盆会 

 関西のお盆は 8 月ですが、元々お盆は旧暦の 7 月 15 日です。 

古代中国の道教において 7 月を「鬼月」とされていました。7 月 1 日には地獄の蓋が

開き、中元節の 15 日には蓋が閉まります。 

 

 一方、日本には古くから祖霊信仰がありました。 

 中国や東南アジアには日本と同じように「祖先崇拝」があります。 

 

日本での「祖霊信仰」は、亡くなった人は 33 年あるいは 50 年経つと「弔い上げ」と

なり死者の供養は仏教的要素を離れます。「先祖の霊」という単一の存在に合わさ

れ「祖霊」となります。「祖霊は」清められた先祖の霊として家の屋敷内、近くの山な

どに祀られます。家を守護し、繁栄をもたらす神として敬われます。 

  

 お盆は仏教では「盂蘭盆会」と云われます。 

盂蘭盆会の由来に目連の伝説があります。 

修行の最中、神通第一の目連尊者が亡くなった母親の姿を探すと、飢餓道に堕ち

て苦しんでいるのが見えました。母親を救いたいと思い、釈尊に相談したら修行者

たちに、供物を施せば、母親にも届き、救われるだろうと教わり、実践した。 

母親は餓鬼から抜け出ることができました。 

「盂蘭盆会」はサンスクリット語で倒懸（逆さ吊り）という意味があります。しかし、

これには諸説あり、定かではありません。 

お盆の日程は 13 日から 16 日の４日間とされています。 

13 日の野火は「迎え火」で、ご先祖様を

迎える火です。 

盆棚には「精霊馬」として、キュウリやナ

スに割り箸を挿し、キュウリはあの世から

ご先祖様が早く帰ってくる馬に見立てま

す。ナスはご先祖様が、あの世にゆっく

りお帰りになる牛に見立てるのです。 
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16 日の野火は送り火です。ご先祖様が天に昇って行かれるときに迷わないようにと

の願いがこもっています。京都の大文字焼が有名ですね。 

地域によっては精霊流しも行います。 

 

盆踊り 

盆踊りは地獄で受苦を逃れた亡者たちが喜んでいる姿を現していると云われてい

ます。文献に登場するのは室町時代のようです。平安時代に空也上人が始めた踊

念仏と民間習俗の念仏踊りと合わさり、さらに盂蘭盆会と結びつき広まりました。 

  ただ、盆踊りは明治政府

が禁止したこともあります。

夜通し騒ぐのは近代国家に

ふさわしくない、というのが

理由で 1874 年に禁止令を

出しています。その後、退し

たのですが、大正末期から復

活が叫ばれるようになり、農

村娯楽として奨励されるよう

にまでなりました。阿波踊り

など、地域の盆踊りから全国

的になったものもあります。 

 

 出雲の阿国による念仏踊りは、歌舞伎踊りと云われ、歌舞伎、チンドンヤの原点と

なっています。 
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八朔祭り 

 

 旧暦で８月 1 日は「八朔」といわれ、農村地域では「田の実節供」とも呼ばれまし

た。 

旧暦で８月 1 日は、早苗が実

る頃で、初穂を恩人に配る風

習がありました。 

「田の実」が「頼み」とかけ、

公家や武家社会にもお世話

になっている人に贈り物をす

るようになっていったのです。 

 また、徳川幕府では家康

が江戸城に入城したのが 8

月 1 日とあって、この日は祝

日となっていました。 

 

 各地で八朔祭りが行われ

ていましたし、現代でも新暦

の８月 1 日、または 9 月 1 日

に祭りをする地域もあります。 

 京都の祇園では芸者や舞

妓さんが芸事の師匠宅へ挨

拶回りを行います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ちなみに、果物のハッサクは 8 月 1 日に食べごろになるから名付けられたそうで

す。 
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 私の地元の堺では、 

大浜公園にて 7 月 31 日に大魚市が催されます。 

8 月 1 日に住吉神社の神輿が宿院の御旅所に渡御されるのに合わせて、漁師たち

が魚を持ち寄って奉納するのが始まりで、鎌倉時代からの行事です。 

なお、住吉大社は堺の神社でした。 

 

 

 

 夏から秋にかけては各地で様々な「祭り」が行われます。 

代表的な祭りは京都では「祇園祭」。大阪では「天神祭り」。 

大阪の夏祭りは「愛染祭り」で始まり、「住吉祭り」で終わるので、「あいすみませ

ん」。 

 

 夏祭りは疫病退散の祈りが、秋祭りは五穀豊穣の感謝が込められています。 

「祭り」は祈りや願い、感謝が込められています。 

「祭り」がある地域は犯罪が少ないとも言われます。子供、青年、大人、老人たちが 

一つの目標、「祭り」行うために集い親睦を計ることで、犯罪を防ぐ効果があるので

しょう。 


